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市政トピックス
碌山公園研成ホール

Event Information
詳しい内容は各施設等へお問い合わせください。

烏川渓谷緑地

豊科公民館

からすの学校
“葉・花・実でわかる樹木観察”

からすの学校
“ウンコはごちそう～菌類による

生態系の循環～”元信州大学農学部教育特任教授の馬
場多久男さんを講師に招き、樹種の見
分け方や森林管理の考え方などを学び
ます。
●日　時　5 月 26 日（土）
　　　　　9：30 ～ 15：00
●場　所　長野県烏川渓谷緑地
　　　　　森林エリア　森の家
●参加料　無料
●定　員　30 人
●申込受付　4月27日（金）８：30から

　　　　　受け付け開始。

童謡祭りは「めえめえ児
こ や ぎ

山羊」の作詞者である藤森秀夫（詩人・ドイツ文学者・豊科出身）
の業績を顕彰し「子どもたちによい歌を」という願いを込め今年で 49 回目を迎えます。歌
の好きな子どもたち、童謡唱歌や合唱を愛好しているみなさん、『こどもの日』に集い、懐
かしい日本の歌や名歌を楽しみましょう。
●日時　５月５日（こどもの日）　９：00 ～ 12：00
●場所　豊科公民館ホール
●入場料　無料
●内容　○第 31 回作詞作曲コンクール表彰・最優秀曲の披露　○地元演奏　穂高北小学校・

穂高東中学校合唱部、ひいらぎコーラス、童謡唱歌を歌う会、豊科コーラス団体の演奏
○招待演奏 声楽家　城倉明日香さん（松本出身）ピアニスト　臼井文代さん（豊科出身）

≪共　通≫
●申し込み・問：長野県烏川渓谷緑地　環境管理事務所
　4673･0203   E ﾒｰﾙ karasu@anc-tv.ne.jp
　電話・ファックス・ﾒｰﾙでお申し込みください。

キノコやカビなどの著書が多数あ
り、糞

ふ ん ど し

土師として活動中の伊沢正名さ
んを講師に招き、菌類による分解と命
の循環を学びます。
●日　時　6 月 9 日（土）
　　　　　13：30 ～ 16：00
●場　所　長野県安曇野庁舎
●参加料　無料 
●定　員　80 人 
●申込受付　5月7日（月）８：30から受

　　　　　け付け開始。

4673・0203

472・2158 673・6401－第31回 作詞作曲コンクール表彰－

安曇野髙橋節郎記念美術館 あづみ野ガラス工房

彫刻を中心に絵画、デッサンなど
100 数点ほど展示します。
●日　時　5月3日（木）～5月7日（月）

　　　　9：30 ～ 17：00
●入場料　無料
問細萱美穂人さん（473・3741）

　新緑の碌山美術館を描きます。
●日　時　5月12日（土）～5月13日（日）

　　　　9：00 ～ 12：00
●講　師　小山英一さん
●定　員　20 人
●参加費　2,000 円
問碌山公園研成ホール
　（482・0769）

アンデス地方の遺跡とそこに暮らす
人々などの写真50数点を展示します。
併せて収集品の古代インカの発掘品や
織物もご覧ください。
●日　時　5 月17日（木）～ 5 月 27 日

　　　　（日）9：00 ～ 17：00
　　　　（水 曜 日 休 館・ 最 終 日 は
　　　　16：00 まで）
　　　　講演会「アンデスを旅して」
　　　　5 月 19 日（土）
　　　　13：30 ～ 15：00

●場　所　碌山公園研成ホール
●入場料　無料
問井口喜源治記念館（482･5570）

竹ひごを編んで小型の花かごを作り
ます。気軽にご参加ください。
●日　時　6 月 17 日（日）

　　　　9：30 ～ 15：30
●場　所　美術館主

お も や

屋（座敷部分）
●講　師　竹工芸家 飯島 正章さん
●定　員　10 人（先着順、住所年齢

　　　　不問
　※ただし昨年度同じ講座を受講した

　人は、今回は受講できません）
●参加料　2,000 円
●持ち物　昼食、飲み物、筆記用具、

　　　　エプロン
●申込受付　４月30日（月）～６月14

　　　　　日（木）9：00 ～ 17：00
　※電話でお申し込みください。（休

　館日除く）

ガラスを通じて、家族でゴールデ
ンウィークの思い出づくりをしません
か。事前の申し込みは不要です。当日、
受け付けしてください。
●日　時　4月28日（土）～5月6日（日）
　　　　　9：00 ～ 12：30
　　　　　13：30 ～ 16：30
●場　所　あづみ野ガラス工房前、屋

　　　　外テント
●内　容

《リューター体験》グラス、そばちょこ、
ペーパーウェイトの中から好きな物
を一つ選び、リューターという専用
の道具で、絵柄を彫ります。

《小物作り体験》ガラスの小瓶、フォ
トフレーム、バレッタの中から好き
な物を一つ選び、工房オリジナルの
色ガラスチップを張り合わせ、世界
に一つだけの作品を作ります。

●費　用　リューター体験…1,260 円
　　　　小物作り体験…1,575 円

481・3030 682・0551 4672・80304682・0769
講座「竹ひごでかごを編もう」

参加者の募集
喜寿記念 細萱 美

み ほ と

穂人個展
―美術半世紀の作品から―

美術講座「水彩入門」
参加者の募集

ゴールデンウィーク ガラス体験

井口喜源治記念館理事長
井口 寛次 写真展
―アンデス漂遊―

特別展示 古代インカ文物

第 49 回 童謡祭り
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市消防団 新団長が就任

　市消防団長の小出博
はくいちろう

一郎
さんが任期満了に伴い退任
し、後任に寺畑佳

よ し じ

司さん（穂
高有明）（写真）が就任し
ました。任期は４月１日か
ら２年間です。また、副団
長・ 分 団 長 は、22 人 中 13
人の皆さんが新たに就任し
ました。

４月から市役所の組織の一部が
変わりました

市では、きめ細かい行政サービスを提供す
るために、４月から組織機構の一部を変更し
ました。
●商工観光部商工労政課工業振興係を工業振

興担当に変更しました。（下図参照）
●総合支所の係を担当に変更しました。（下

図参照）
●施設完成により教育委員会学校給食課穂高

学校給食センターを北部学校給食センター
に名称変更しました。

臼井文代さん 城倉明日香さん


